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信
じ
る
よ
り
他
は
無
い
と
思
う
。
私
は
、
馬
鹿
正
直
に
信
じ
る
。
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
に
拠よ
っ
て
、
夢
の
力
に
拠
っ
て
、
難
関
を
突
破
し
よ
う
と
気
構
え

て
い
る
時
、
よ
せ
、
よ
せ
、
帯
が
ほ
ど
け
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
等
と
人
の
悪

い
忠
告
は
、
言
う
も
の
で
無
い
。
信
頼
し
て
、
つ
い
て
行
く
の
が
一
等
正
し

い
。
運
命
を
共
に
す
る
の
だ
。
一
家
庭
に
於
い
て
も
、
ま
た
友
と
友
と
の
間

に
於
い
て
も
、
同
じ
事
が
言
え
る
と
思
う
。

　
信
じ
る
能
力
の
無
い
国
民
は
、
敗
北
す
る
と
思
う
。
だ
ま
っ
て
信
じ
て
、

だ
ま
っ
て
生
活
を
す
す
め
て
行
く
の
が
一
等
正
し
い
。
人
の
事
を
と
や
か
く

言
う
よ
り
は
、
自
分
の
て
い
た
ら
く
に
就つ
い
て
考
え
て
み
る
が
よ
い
。
私
は
、
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こ
の
機
会
に
、
な
お
深
く
自
分
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
絶
好
の

機
会
だ
。

　
信
じ
て
敗
北
す
る
事
に
於
い
て
、
悔
い
は
無
い
。
む
し
ろ
永
遠
の
勝
利
だ
。

そ
れ
ゆ
え
人
に
笑
わ
れ
て
も 

恥  

辱 

ち
じ
ょ
く

と
は
思
わ
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
あ
あ
、
信

じ
て
成
功
し
た
い
も
の
だ
。
こ
の
歓
喜
！

　
だ
ま
さ
れ
る
人
よ
り
も
、
だ
ま
す
人
の
ほ
う
が
、
数
十
倍
く
る
し
い
さ
。

地
獄
に
落
ち
る
の
だ
か
ら
ね
。

　
不
平
を
言
う
な
。
だ
ま
っ
て
信
じ
て
、
つ
い
て
行
け
。
オ
ア
シ
ス
あ
り
と
、
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人
の
言
う
。
ロ
マ
ン
を
信
じ
給
え
。
「
共
栄
」
を
支
持
せ
よ
。
信
ず
べ
き
道
、

他
に
無
し
。

　
甘
さ
を
軽
蔑
す
る
事
く
ら
い
容
易
な
業
は
無
い
。
そ
う
し
て
人
は
、
案
外
、

甘
さ
の
中
に
生
き
て
い
る
。
他
人
の
甘
さ
を  

嘲    

笑  

ち
ょ
う
し
ょ
う
し
な
が
ら
、
自
分
の

甘
さ
を
美
徳
の
よ
う
に
考
え
た
が
る
。

「
生
活
と
は
何
で
す
か
。
」

「
わ
び
し
さ
を
堪
え
る
事
で
す
。
」

　
自
己
弁
解
は
、
敗
北
の
前
兆
で
あ
る
。
い
や
、
す
で
に
敗
北
の
姿
で
あ
る
。
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「
敗
北
と
は
何
で
す
か
。
」

「
悪
に 
媚  
笑 
び
し
ょ
う

す
る
事
で
す
。
」

「
悪
と
は
何
で
す
か
。
」

「
無
意
識
の
殴
打
で
す
。
意
識
的
の
殴
打
は
、
悪
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　
議
論
と
は
、
往
々
に
し
て
妥
協
し﹅
た﹅
い﹅
情
熱
で
あ
る
。

「
自
信
と
は
何
で
す
か
。
」

「
将
来
の
燭
光
を
見
た
時
の
心
の
姿
で
す
。
」

「
現
在
の
？
」
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「
そ
れ
は
使
い
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
ば
か
で
す
。
」

「
あ
な
た
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
か
。
」

「
あ
り
ま
す
。
」

「
芸
術
と
は
何
で
す
か
。
」

「
す
み
れ
の
花
で
す
。
」

「
つ
ま
ら
な
い
。
」

「
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
す
。
」

「
芸
術
家
と
は
何
で
す
か
。
」
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「
豚
の
鼻
で
す
。
」

「
そ
れ
は
、
ひ
ど
い
。
」

「
鼻
は
、
す
み
れ
の
匂
い
を
知
っ
て
い
ま
す
。
」

「
き
ょ
う
は
、
少
し
調
子
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
」

「
そ
う
で
す
。
芸
術
は
、
そ
の
時
の
調
子
で
出
来
ま
す
。
」
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
太
宰
治
全
集10

」
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房

　
　
　1989
（
平
成
元
）
年6

月27

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
筑
摩
全
集
類
聚
版
太
宰
治
全
集
第
十
巻
」
筑
摩
書
房

　
　
　1977

（
昭
和52
）
年2

月25

日
初
版
第1

刷
発
行

初
出
：
「
帝
国
大
学
新
聞
　
第
八
百
三
十
三
号
」

　
　
　1940

（
昭
和15

）
年11
月25

日
発
行

※
初
出
時
の
表
題
は
「
独
語
い
っ
時
」
で
す
。

入
力
：
土
屋
隆

校
正
：noriko saito
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2005

年3

月17

日
作
成

2016
年7

月12

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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